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人人間間均均一一論論  
――――ももしし人人類類すすべべててがが同同じじ容容姿姿だだっったたらら――――  

東海林 陸（2022年度足立学園高等学校 2年 A組 10番） 

 

要要旨旨  

もしも、すべての人間が同じ容姿（性別的容姿（生殖器等の違い）を除く。）だったら、今の私たちの生きる

世界と何が違うのか。

11.. 序序論論（（目目的的、、背背景景、、先先行行研研究究））  

現在、世界的に『多様性（ダイバーシティ）』といっ

た個人の価値観や性格、人種、SOGI（性的指向・自認）

などを尊重する考えや、活動がある。アメリカ合衆国

では、Lyndon Baines Johnsonによる大統領行政命令

（1965）を起源とする『アファーマティブ・アクショ

ン（積極的是正措置）』という社会的弱者集団の不利な

現状を歴史的経緯や社会環境を鑑みた上で是正する

改善措置があり、発足以降、各国で採用されるように

もなった。この場合の是正措置とは、他民族や他人種、

特定障がい者、貧困者の就職、進学などにおける差別

的障壁を特別採用枠設置などの特別優遇で取り払う

措置である。日本では 1986年に『男女雇用機会均等法

（雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の

確保等に関する法律）』が制定され、発足後も 4回改正

されており（2022 年 6 月現在）、2020 年にも『パワハ

ラ防止法』（改正労働施策総合推進法）に伴うセクシャ

ル・ハラスメント防止強化も促進され、性別的格差の

改善が本格的になされてきている。多くの企業が採用

エントリーシートに性別記入欄を設けていないこと

も昨今の改革といえるだろう。勿論、性別は男女の 2

種類だけではない。現代人が日常的に利用する SNSの

1つである『Facebook』では58種類の性別選択がある。

これも『多様性（ダイバーシティ）』や利用者への敬意、

尊重であるといえる。例に挙げたような『多様性（ダ

イバーシティ）』の尊重という考えの根本的要因であ

る「個人差」というものがない世界では、私たちの生

きる「個人差」がある世界と、どのような違いが生ま

れるのだろうか。さらに、私たちが学んできた世界の

歴史とどのような違いがあるのだろうか。 

 

22..本本論論（（方方法法、、実実験験、、結結果果））  

まず、私たちが生活している世界を A 世界、「個人

差」のない仮の世界を B世界とする。本稿での「個人

差」とは、人種、容姿、性格、身長、肥満度、髪質、

髪型、声質、第一言語、所得など、さまざまなものが

ある中で「先天的個人差」のみを指すものとする。例

えば、性格や髪型、所得などは生後、周りの影響を受

けて変化する個人差（後天的個人差）であるため、こ

こでの「個人差」に含まない。しかし例外として、全

人類が同じ遺伝的子をもつことが条件であるため生

きる上での食生活や病気等による影響は著しく低い

と考え、容姿や身長、声質、髪質などの体の構造（性

別的容姿（生殖器等の違い）を除く。）の変化はほとん

どないと仮定する。そしてこれらを先天的個人差に含

むものとし、一卵性双生児と同じようなものと考える。 

（以下、省略） 

33..  おおわわりりにに  

多様性の尊重が求められる現代社会の中で、”多様

性の尊重”という考えの根本的要因である「個人差」

について探究することによって多様性の意義や本質

を確認することができた。『歴史』を考察する中で個人

差のもたらす利益を発見し、身体的、容姿的個人差に

よる男女の生活のなかでの役割についての価値観を

考え、そこから派生する現代の男女差別、有色人差別

の原因について考察することができた。『宗教』の観点

からも人種差別等の成り立ち、仕組みを考察すること

ができた。先に述べたように個人差は差別を生み出す

だけではなく多大な利益をもたらすものでもあった。

例えば、資本主義経済の安定化をもたらしたり、アイ

デンティティ確立の簡易化をもたらしたりするもの

であった。個人差があるからこそ自分が自分らしく生

きることが可能なのである。一見、相反する”多様性

の尊重”と”差別”の根本は実は同じ”個人差”で

あり、その個人差の意義や本質を考え、知ることがそ

れらの真の理解につながるのではないだろうか。 

イタリアのサッカー選手、Mario Balotelli とアメリ

カ初の黒人警察官、Ron Stallworthの言葉で次のよう

なものがある。”Racism springs from ignorance”

（人種差別は無知から生まれる） ”Racism is a part 

of human nature, and you’re not going to 

eradicate it. All you can do is try to keep it 

in check”（人種差別とは人間性の一部であり、それ

が根絶されることはないだろう。あなたが出来ること

は、それをチェックし続けようとすることだけだ） 

２つの言葉のように、差別は人間の性であり、それが

消えることはないが、その本質を捉え、考えて知るこ

とが大切なのではないだろうか。 
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